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文部科学省「GIGA スクール構想の下での校務の情報化の在り方に関する専門家会議提言」

に基づく次世代の校務デジタル化に向け、文部科学省が公表した「GIGA スクール構想の下で

の校務 DX 化チェックリスト」に基づき、校務の効率化を実現するため、次に掲げる事項につ

いて重点的に推進する。

（１）学校－保護者連絡ツールの活用

・学校と保護者との連絡をデジタル化することで、両者のコミュニケーションのさら

なる円滑化を図るととともに、教師が子どもと向き合う時間を増やすため、令和４

年度末から学校－保護者連絡ツール（tetoru）を導入した。

・当該ツールを学校からの一斉連絡に活用し、お便りや配布物をペーパーレス化する

ことで、学校と保護者の情報共有の効率化を進め、両者の負担軽減を図っていく。

・令和７年度から当該ツールに自治体連絡機能を追加し、災害・防犯等の緊急安全情

報や教育委員会からのお知らせ等を、教育委員会から学校と保護者に一斉連絡でき

る仕組みを整える。

（２）校務系及び学習系ネットワークの統合

・令和６年度現在、児童生徒の個人情報等を取り扱う校務系システムは、閉域網にお

けるプライベートクラウドで運用し、校務系と教育系は別系統であり、端末も別で

ある。今後これまで以上に情報セキュリティを確保しながら、校務系・教育系システ

ムを同一端末で利用できるよう、パブリッククラウドによる運用に向けた取組を進

めていく。

・パブリッククラウドによる運用において、校務支援システムと（１）学校－保護者

連絡ツールを連携させることで、児童生徒名簿と欠席連絡情報の取込みを可能にす

ること等により、教職員の作業負担の軽減を図る。

・今後は順次要件を見直し、ロケーションフリーの体制を整えられるようにしていく。

（３）校務 DX推進体制の構築

・教職員の ICT 活用能力の向上と積極的な授業への活用を促進するため、市内全中学

校区に「ICT 支援員」を配置する。

・令和６年度現在、各校の GIGA スクールリーダーが中心となり、AI型学習ドリルやデ

ジタル教科書等の情報関係の年次更新作業を行っているが、年度初めに業務が重な

り、年次更新作業が滞ってしまうことがある。今後は、ICT 支援員を活用し、業務の

効率化を図りながら、教職員の働き方改革の推進に資する。

・次世代の校務支援システムは令和 11 年度導入が決定している。引き続き現行の校務

支援システムを活用していくとともに、県主導のもとで、次世代の校務支援システ

ム導入に向け調査・検討を進めていく。
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（４）FAX 及び押印の見直し

・「GIGA スクール構想の下での校務 DX化チェックリスト」（令和６年３月 文部科学省）

に基づく自己点検結果の報告によると、学校と保護者・外部との間で押印・署名が必

要な書類が取り扱われていたり、FAX を利用しているケースがあるなど非効率な形態

が多く残っており、本市においても同様の状況が見受けられる。

・災害発生時や学校情報通信ネットワークの不具合時など、電子メール等が機能しな

い緊急時を除き、原則として押印、FAX を廃止することとし、教育委員会から関係機

関、事業者等に対し慣行の見直しの要請などに取り組む。


